
令和５年４月１日現在
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0 台
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3 台

0 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

10,000 円

10,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和５年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

その他 日々活動しています。

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

特殊法人等公務員に準ずる職員 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、消防団の活動縮小を余儀なくされ

農協職員 ていましたが、その環境化で各分団毎に取り組み方を考えて、感染対策に

日本郵政グループ 努めながら訓練を実施し、地域住民の安全安心を確保するために

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員 火災予防期間には、消防車両が隊列を組み、防火パレードの実施や一般家庭

地方公務員 への防火訪問及び防火チラシの配布を行い、火災予防思想の一層の普及を

都道府県職員 図り、火災発生を未然に防止することを主眼にし、住民や団員自らも防火の

市区町村等職員 意識を高めてもらうよう火災予防啓発活動をしています。ここ数年間は、

基本団員数 などを行ってきました。また、北海道消防学校で行われる、北海道消防操法訓練

大規模災害団員数 大会に出場し、厳正な規律や技術の取得を図るなど、団員の知識や

その他の機能別団員数 技術の向上に努めています。

団
員
数

条例定数 出初式を始め、総合訓練や救命講習を行い、各分団の隊連携強化や

実員数 技術向上を目指し、各団員の士気の高揚を図る目的として実施されています。

男性団員数 6月と10月は初山別村消防団消防演習が実施され、火災防ぎょ訓練や礼式訓練、

女性団員数 昨年度にあっては町民の方々にも参加していただき、災害時を想定した避難訓練

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等

初山別村消防団は初山別、豊岬、有明の3つの分団で

班数 組織され、各地区に配備されています。主な活動は、1月の

消防団名 北留萌消防組合初山別村消防団 メールアドレス syosanbetsu-fd119@atlas.plala.or.jp

組
織

分団数 ホームページURL https://kitarumoi.com

うち機能別分団数
SNSアカウント

消防団事務所管 北留萌消防組合消防署初山別支署 電話番号（直通） 0164-67-2236 FAX 0164-67-2680

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 北海道
所在地

〒078-4421

市町村名 初山別村 苫前郡初山別村字初山別103番地1


